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図 11 混和材が密度に及ぼす影響  

 
図 12 混和材が吸水率に及ぼす影響 

4.2 強度 

 図 15、16 に圧縮強度と曲げ強度および割裂引張強度

との関係を示す。圧縮強度と曲げ・引張強度の間に正の

相関が確認された（曲げ R^2=0.83、引張 R^2=0.55 ）。引

張強度は圧縮強度の約 1/10 を維持しており、多孔質骨材

による脆性化は見られなかった。これは、ラテライトの

粗い表面形状がインターロッキング効果（機械的噛み合

わせ）を高め、付着性能を向上させたためと考えられる。 

 

5. 結論 

 本研究により、ラテライトはカンボジアにおける有効

な代替骨材であることが確認された。 

 代替可能性：富配合（W/C 0.6）では、内部養生とフィ

ラー効果により、100%置換でも実用的な強度（約 32 

N/mm²）を維持した。 

 力学性能：骨材表面の粗さによるインターロッキング

効果により、高い曲げ・引張強度を維持した。 

 混和材：高炉スラグ（15%）は内部水との相乗効果で

マトリックスを緻密化し、強度を約 54 N/mm²へ大幅に

向上させた。一方、FA の効果は限定的であった。 

 支配要因：強度は密度ではなく吸水率（空隙）に支配 

されるため、スラグによる細孔充填が高強度化に最も適

している。 
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図 13 密度と圧縮強度の相関 

 

図 14 吸水率と圧縮強度の相関  

 

図 15 圧縮強度と曲げ強度の関係  

図 16 圧縮強度と割裂引張強度の関係  
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